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岩手県立葛巻高等学校  Create Your Future !  ～未来を切り拓ひらけ！～ 
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一
年
の
締
め
く
く
り
へ

　
私
の
住
む
小
屋
瀬
は
、
先
日
マ

イ
ナ
ス
20
度
を
記
録
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
毎
日
な
の
で
、
最
近
の
悩

み
は
ベ
ッ
ド
か
ら
な
か
な
か
出
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
冬
休
み
が
明
け
て
、
３
年
生
は

共
通
テ
ス
ト
を
終
え
、
１
、
２
年

生
は
模
試
や
考
査
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
予
餞
会
の
準
備
も

本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
予
餞
会
は
卒
業
を
迎
え
る
３
年

生
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

１
、
２
年
生
の
各
ク
ラ
ス
発
表
や

有
志
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
先
生
方
の
発
表
も
あ
り
、
生
徒

た
ち
と
は
違
う
お
も
し
ろ
さ
で
例

年
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
！
２
年

生
か
ら
２
組
、
有
志
発
表
が
あ
り
、

毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
３

年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、
全
力
で
準
備
を
し
て

い
き
ま
す
！

　
２
、
３
月
は
行
事
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
大
忙
し
で
す
！
今
年
度
も

あ
と
少
し
で
終
わ
り
を
迎
え
、
次

は
自
分
た
ち
が
受
験
生
に
な
り
ま

す
。
２
年
Ｂ
組
で
は
進
路
に
つ
い

て
の
会
話
が
増
え
、
自
然
と
受
験

を
意
識
し
始
め
て
い
ま
す
。
来
年

度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、

ま
ず
は
一
年
の
締
め
く
く
り
に
向

か
っ
て
頑
張
り
ま
す
！

予餞会の発表の練習をする生徒たち予餞会の発表の練習をする生徒たち

　葛巻町学習塾は１月４日から10日まで、中学校
３年生に向けた冬季無料体験講習会を開講し、３
人が受講しました。
　講習会は１コマ90分で最大４回の利用。参加
した中学生は国語、数学、英語の３教科から自分
が学びたい科目を選び講習を受けました。高宮
野
の の か

乃花さん（江刈中３年）は「受験と英検対策の
ために受講した。先生たちがおもしろくて優しく、
良い雰囲気で勉強できた」と感想を話していまし
た。津嶋恭平塾長は「中高一貫で葛巻高校に入
学する場合でも、進学後の学習に響かないように、
受験生の意識で漢字や計算、英単語の基本をしっ
かり身に付けてほしい」と話していました。

　１月13日と14日の２日間、岩手大学など県内７
会場で大学入学共通テストが行われ、葛巻高校か
ら25人の生徒が受験しました。
　町と葛巻高校教育振興協議会は、同校の支援の
ため例年町のバスで受験生を盛岡市まで送迎して
おり、今年も試験前日の12日に出発しました。大
切な試験を前に生徒たちはやや緊張の面持ちでし
たが、菅常久校長から「最後まであきらめずに力
を尽くしてください」と激励を受け、教職員や同
級生から「頑張れ」と言葉を掛けられると笑顔に
なりリラックスした様子も見せていました。
　今後も葛巻高校生の進路達成を、町を挙げて応
援していきます。

学習塾が中学３年生に講習会

受験生を乗せた町のバスと手を振って見送る皆さん受験生を乗せた町のバスと手を振って見送る皆さん

中学校３年生に向けた冬期講習会の様子中学校３年生に向けた冬期講習会の様子

教職員らに見送られ共通テストへ
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　１月６日から８日までの３日間、くずまき高原
牧場でスノーワンダーランドが４年ぶりに開催さ
れ、令和３年度卒業生の関知

ともあき
諒さん（茨城大学２年）

がスタッフとして参加しました。（関連記事10㌻）
　知諒さんは小中学生の時にスノーワンダーラン
ドに参加したことがきっかけで町に愛着を持ち、
くずまき山村留学制度で葛巻高校に入学。今回は
同牧場の木村元思さんの声掛けでスタッフとして
参加し、イグルー作りなど子どもたちの活動をサ
ポートしました。知諒さんは「親元を離れて生活
した経験がその後もずっと生きている。お世話に
なった町にまた関われて嬉しい」と笑顔を見せて
いました。

思い出のスノーワンダーランド

　　町では、葛巻高校生の修学にかかる費用や、
葛巻高校から大学に進学する場合の学費を支援
するため、町独自の奨学金制度を設けています。
詳しい内容や申請方法はお問い合わせください。
■�葛巻育英奨学金（■�葛巻育英奨学金（葛巻高校への進学および大葛巻高校への進学および大
学進学希望者向け）学進学希望者向け）
▶対象者　
　葛巻高等学校に入学する生徒および葛巻高等
学校を卒業し、大学に入学する学生
▶奨学金の額
　①葛巻高等学校入学者    14,000円（月額）
　②大学修学者　　　　　 50,000円（月額）
問葛巻高等学校事務室☎66-2624
■�三浦梧■�三浦梧樓樓育英奨学金（育英奨学金（国公立大学進学希望者国公立大学進学希望者
向け）向け）
▶対象者　
　葛巻町出身者で葛巻高等学校を卒業し、国公
立大学に入学する学生
▶奨学金の額
　①修学費　　　  50,000円（月額）
　②入学支度金　100,000円
問こども教育課☎65-8989

葛巻高校生のための奨学金制度

木村元思さん㊧と笑顔を見せる知諒さん木村元思さん㊧と笑顔を見せる知諒さん

マイプロ岩手県サミット

有坂昌
まさよし
剛さんがチーズ作りの夢を発表

　認定 NPO カタリバが主催する高校生の主体的な学びの祭典「全
国高校生マイプロジェクトアワード（通称マイプロ）」。このマイプ
ロに有坂昌剛さん（１年・盛岡市出身）が「葛巻チーズ制作プロジェ
クト」を応募し、書類選考を通過して１月 21 日に岩手県立大学で開
催された地域サミットに参加しました。
　中学生の時に牛乳の廃棄問題を知った昌剛さんは、牛乳の消費拡
大で酪農家を助けられないかとチーズの製造に興味を持ちました。
総合的な探究の時間やくずまきＤＭＯ若者高校生部会の活動を通じ、
くずまき高原牧場のチーズハウスに何度も電話をかけて製造工程を
尋ねたり、寄宿舎の友人の協力でチーズを試作するなど熱意あふれ
る取り組みを続けています。
　昌剛さんは「発表では、自分のプロジェクトにたくさんの人が協
力してくれていることを伝えられて良かった。これからも研究した
ことを蓄積し、いつかくずまきワインに合うチーズを作る職人にな
りたい」と夢を膨らませていました。
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